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【発表のポイント】

 1,643 例のがん遺伝子パネル検査を解析し、国内有数の単施設リアルワー

ルドデータ（注 1）として検査後の治療状況を検討しました。

 株式会社日立ハイテクと共同開発してきた「エキスパートパネル（注 2）支援

システム」が、がんゲノム医療の質向上と新規治療開発につながる診療基

盤として貢献しました。

 がん遺伝子パネル検査で新たな治療が提案され、その治療を受けた患者で

は、治療を受けられなかった患者よりも生存期間が長く、検査が患者の治

療に役立つ可能性が示されました。

【概要】

近年、がんの遺伝子を詳しく調べ、一人ひとりに合った治療を選ぶ「がん

ゲノム医療」が広く行われるようになってきました。しかし、検査後の推奨

治療による予後改善の検証や診療へのフィードバックが課題でした。

東北大学病院個別化医療センターの猿舘知恵看護師、土橋美紀看護師、

佐々木真亜子認定遺伝カウンセラー（3 名の共同筆頭著者）と東北大学大学

院医学系研究科臨床腫瘍学分野の城田英和准教授らの研究グループは、2019
年から 2024年までに東北大学病院で実施した 1,643例のがん遺伝子パネル検

査を対象に、検査後の治療内容と患者予後を詳細に追跡しました。また、株

式会社日立ハイテクと共同開発した患者情報の追跡を可能にする「エキスパ

ートパネル支援システム」を活用して、解析を行いました。

その結果、14.6％の患者に新たな治療が提案され、そのうち 118 例（7.2％）

が実際に推奨治療を受けました。さらにその治療を受けた患者では遺伝子パネ

ル検査を受けた後の生存期間中央値が有意に延長し、がん遺伝子パネル検査が

患者の治療機会を拡大し、予後改善につながる可能性が示されました。

本論文は、7 月 7 日に国際学術誌 Scientific Reports に掲載されました。 

がん遺伝子パネル検査による新たな治療選択が

予後改善を示唆
―東北大学病院 1,643 例のリアルワールド解析―



 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 
近年、がん治療はがんが発生した臓器だけでなくがん細胞に生じたがんの遺

伝子を調べ、その患者さんに合った薬を選ぶ「がんゲノム医療」へ大きく進歩

しています。日本では 2019 年からがん遺伝子パネル検査が保険診療として導

入され、現在では厚生労働省が指定する全国のがんゲノム医療病院で広く実施

されています。検査結果は、医師や病理医、遺伝カウンセラーなどが集まって

治療方針を検討する「エキスパートパネル」で検討され、分子標的薬や治験な

どの治療選択肢が提案されます。しかし、実際に推奨された治療を患者に実施

し、その結果として予後改善につながったかについては十分な検証が行われて

いませんでした。また、患者の経過を長期間追跡し、診療へフィードバックで

きるシステムも十分整備されていないことが課題となっていました。 
 
今回の取り組み 
本研究では、東北大学病院個別化医療センターの猿舘知恵看護師、土橋美紀

看護師、佐々木真亜子認定遺伝カウンセラー（3 名の共同筆頭著者）と東北大

学大学院医学系研究科臨床腫瘍学分野の城田英和准教授らの研究グループが、

東北大学病院において 2019 年 9 月から 2024 年 6 月までに実施された 1,643 例

のがん遺伝子パネル検査を対象に解析を行いました。研究グループは、エキス

パートパネルの運営、患者管理、予後追跡を一元的に管理できる独自の「エキ

スパートパネル支援システム」（図 1）を日立ハイテクと共同開発し、このシス

テムを活用して包括的な解析を実施しました。 
解析の結果、約 67%の患者で治療標的となる遺伝子変異が検出されました。

そして、14.6%の患者で新たな治療が推奨され、約 7.2%の患者が実際に推奨治

療を受けました。推奨治療を受けた患者では、遺伝子パネル検査を受けた後の

生存期間中央値が 21.0か月であり、推奨治療を受けられなかった患者（12.9か

月）や治療提案がなかった患者（13.5 か月）と比較して有意に良好な予後を示

しました（図 2）。また、推奨治療を受けた患者の約 6 割では 100 日以上治療が

継続されており、多くの患者が臨床的な利益を得ていることが示されました。

さらに、甲状腺がん、乳がん、肺がん、前立腺がん、胆道がんでは比較的高率

に新たな治療へ結び付くことも明らかになり、これらのがん腫の患者には検査

を積極的に行うことが推奨されます。 
 
今後の展開 
本研究は、日本最大級のリアルワールドデータを用いて、がん遺伝子パネル

検査が実臨床において患者の治療選択肢を広げ、予後改善につながる可能性を

示した重要な成果です。さらに、エキスパートパネル支援システムにより、患

者情報を継続的に管理し、新薬承認や新たなエビデンス、臨床試験情報を過去



の患者にも迅速に還元できる体制が整いました。今後は東北地方の医療機関と

の連携をさらに強化し、リアルワールドデータの共有を進めることで、がんゲ

ノム医療の均てん化（注 3）と質の向上が期待されます。今後も東北大学病院はが

んゲノム医療中核拠点病院として東北地方のがん患者一人ひとりに最適な治療

をより早く届けることを目指していきます。 
また、東北大学大学院医学系研究科臨床腫瘍学分野の城田英和准教授らの研

究グループは、株式会社日立製作所、株式会社日立ハイテクと共同で AI を活用

した遺伝子パネル検査レポートの作成や治験候補・最適治療の提案システムの

開発にも取り組んでおり、今後は AI を活用した次世代の診療支援システムへの

発展も期待されます（https://rd.hitachi.co.jp/_ct/17828400）。 
 

 
図 1. 東北大学病院と株式会社日立ハイテクが共同開発したエキスパートパネル

支援システムの概要 
患者情報、遺伝子変異、治療提案を一元管理し、多職種で共有する診療支援シ

ステム。 

 

https://rd.hitachi.co.jp/_ct/17828400


図 2. がん遺伝子パネル検査後の全生存期間 
推奨治療を受けた患者では、生存期間中央値が 21.0 か月となり、他の群と比較

して有意な延長を認めた。 
 
【用語説明】 
注1. リアルワールドデータ：日常の医療現場から得られる実臨床データの

こと 
注2. エキスパートパネル：がんゲノムプロファイリング検査の結果を多角

的に分析し、その患者さんに最適な治療法（分子標的薬など）を検討する

専門家集団の会議のこと 
注3. 全国どこでも標準的な専門医療を受けられるよう、医療技術等の格差

の是正を図ること 
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